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1. Chandogya- [ChU] に は 逸話 風 の 話 が 見 られ る が , こ て の 放 の 
価 の も の が 並ぶ 冒 天 に ある 。 これ まで 多く の 翻訳 取り上げ られ LDR 
HAUSCHILD 等 の 研究 究 が あ る が り , 解釈 は 依 状 Sankara 計 の 場面 設定 に 捕 わ し て 〔 


いた : 原文 修正 の 諸 提案 は むし ろ 理 解 を 歪め る 。 改 め て 原文 を 読む と , か な り 暴 
っ た 解釈 が 得 ら れ , この Up. の 意図 その も の が 考え 直さ れる : Mahavrsa の | 


国 に Fautrayana と いら, 布施 に 熱心 な 王 が い た 。 役 は 應 の 会 話 を 耳 に し て 。 
Raikva と いう 者 が 賭 雷 に 勝つ 方 法 を 知っ て いる と 信じ 込む 。 そ と こ で 当 人 3 
出し , 多大 な 贈り物 を し て 教え を 名 う が , 得 た の は 単なる 学問 “samYarga-V | 
で あっ た 。 思想 の 中 身 や 個々 の 材料 は Jairminiya-Upanisad- Brahmana [HUB] | 」 
W1-2 に 出揃っ て お り 。 これ に 基づく と 判断 され る が 2。 そ こ に は 王 も Raikya 
ゃ 登場 せ ず , 最後 の 謎 掛け 問答 の 部 分 以外 は 物語 仕立 に な っ て いな い 。 ン 
2. (Janasruti Pautrayana [と いう ] 信念 を も っ て 施し , 沢山 の 施し を し - 沢 
山 の 炊 き 出 し を する 者 ($z22Z429eyo 02Z の 2y2 92 の Gy) が あっ た 。 「[ 汰 信 が ] - 
どこ で も 私 の [食物 を ] 食べ られ る よう に "」 と , 役 は いた る と こ ろ に 宿泊 所 
(ygsgfg-) を 建て させ て いた 。 SG 夜 に 誰 た ち が 飛 び よ っ だ o その 時 , ある 
誰が ある 座 に 次 の よう に 声 を か けた 。, 「 おいおい , ちょ っ と , _Bhallaksa Bhalla- 
ksa。 PP の 昼間 に 等 し い 輝 き が 広がっ て いる 。 そ れ を [我々 人 に] くっ つけ る な 
よ 。 そ れ が 君 を 火傷 きせ な いよ うに し ろ 。]) 座 の 群 は 何 の 上 を 飛び 過ぎ た の か ? 
Pe の 昼間 に 等 し い 輝 き (s2 娘 7 の の 67707) と は 何 を 指す の か ? ' これ まで の 解 
和 羽 で は 。 王宮 の 屋上 に 王 と 侍従 長 と が 眼 っ て いて ( 王 が 俸 従 長 に 話し 掛 する の で ), そ 
こ か ら 王 の 徳 が 煙 き 上 っ て お り , 訣 は その 上 を 飛び 過ぎ た と され る 。 仮に 侍従 長 
と し た As ば - は 元 来 「 料 理 長 , (王室 の ) 料 理 長 官 ] で あっ た 。" LODERS は 列 の 
論文 ( 往 4) で , この 時 代 に は 既に 高位 の 官職 名 と な っ て お り , も は や 料理 に は 携 
わら な か っ た と 主張 する が , その 典拠 の 一 が 当 人 箇所 で ある ( : 王 の 隣 で 寝 て いる 程 で 
ある か ら )。 し か し , < 王 は 宿泊 施設 を 設け て 料理 を 供し て いた >, 〈 脇 に は 『 司 厨 
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長 , 内 勝 の 正 』 と いう 職名 の 者 が いた 〉, く 火傷 を し か ね な い 輝 き が 立ち 上 っ て い ・ 
だ 〉, と いう 三 命題 か ら は 。 王 が 料理 長 ( 宜 ) と 共に 。 自ら 指図 し て 頼っ て 来る 
者 た ち に 供する 食物 を , 夜 , 調理 し て 3 り , 煮 炊 き の 火 が 燃え 上 が っ て いた , と 


推論 され る 。 座 の 群 は か か る 一 施設 の 上 を 通過 し た と 考え られ る 。 


3. 話し 掛け られ た 應 の 名 27/2As2- は 702d72sg- 「 幸 運 を も た ら す 目 を ( 
た 」 の 中 期 方 言 形 と 判断 され る が ”, 群 を 先導 する 應 ? の 名 に 相応 し い (目利き 


さき ん)。 物語 の 主題 か ら は , 賭博 用 の 木の実 と いう 意味 の gzs@- も 懸け られ て い 
る と 思わ れる (つき の いい 『 目 』 を も ゃ っ た J)。B* が 答え る :《…「 そ れ は いっ た い 


誰 の こと を , 君 ,。 そ うい うら からには , 一 つ 還 に 繋が っ た 7 Raikva の よう に 言う 


の か ね 。」]》 ここ で 初め て 王 の 「 昼 間 に 筆 し い 輝 ぎ 」 が 徳 ・ 威 光 の 輝き の 意 巧 味 に 転 


じ て い る 。 初め の 卒 に は 意味 が 解ら な い : 人 「 人 が どん な 風 な ら , 一 の 輪 に 繋が っ 
た R” な ん だ い 。」 「 勝 ち 取 られ た krta に 他 の 下位 の 手 (9e-) が 集まっ て 行く 
二 で NN 2 が 行 な 2 し いこ と は (sgz Azzogz72) その 公記 っ て 。 


| の だ 。) 腫 の 言 業 の (表面 上 の ? ) 意 革 味 は 他 大 の 「 正 し い 行ない J? が RY の も の 
と な うら て し まう と と に ある と 思わ れる が , 詩 は 謎 めい た 言葉 の 思 に 陥る 5) うー 


4. 《 そ れ を J"P" が 耳 に し た 。 彼 は 身 を 起こ す の も も どか し く 6442x2 6 の の 9 


料理 長官 に 言っ た ,「 な ん と , お い 看 ,『 一 つ 幅 に 貞 が っ た R” の よう に 言う の か 
ね 』 と [言っ ] た ら , 『 人 が どん な 風 な ら , 一 の 暫 に 繋が っ た R” な ん だ い 』 


と [言っ た ] よ な あ 。『 勝 ち も 取 られ た … こ 9 う 言 っ た の だ 』 [だ ]」 と 。J》 何と , お 


い 結 , … だ たら … よ な あ 」 と 訳し た g%g の eg 以外 は 礁 た ちの 言葉 と 全く 同一 
で ある 。 困惑 し た 二 人 の 間 の 寝ぼけ た や り 取 り と する な ど 様 々 に 解釈 され て きた 
が , 王 は 賭 雷 に 勝つ 方 法 が ある と 思っ て 興奮 し , 料理 長官 に 向かっ て 應 た ちの 会 


話 を 繰返し た も の と 思わ れる 。 seyg0 の 427 70 72og26 か ら 繰 返さ れる の は こ 
の 人 物 が 鍵 だ か ら で あ る ( 注 7 未 を も 参照 )。 誤解 の 基 は 何より ゃ 比較 その も の に 
あろ う 。 更に , s22z zo を 「 正 し い 行為 を 行なう 」 ( 往 8 参照) で は な く , 


Ss” の より 語源 に 近い 「 目 的 に まっ すぐ 達する , 成功 する ] 意味 か ら ( 肉 博 で ) 


「 巧 い 手 を うつ 」 と 思っ た 可能 性 が ある 。 最後 の 殊更 抽象 的 な 表現 2S 729 ye の 
797 s2 26g s 娘 の 2772 の 2 な 「 彼 が 知っ て いる 事 を 知っ て いる 人 , - その 人 が 儀 
(に よっ て と 2 うら 言 われ た の だ 」 に は 何 か 意 図 が 隠さ れ て いる よう に 思わ れる 。 最初 
の se 「 彼 ] ゆ が R” で あれ ば , 彼 と 同じ 知識 を 持て ば 第 二 の KR" と な る 意味 に 
な る が , 王 は その 知識 を 開き 出せ ば 賭 坦 に 勝て る と 思い 込ん だ 。 
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-《 て の 料理 長 定 は 捜し 求め た の ち , 「 見 つか り ま せん で し た 」 と 戻っ [て 来 ] 
た 。 彼 に EE は ] 言 ら た ,「 腹 / 送 世 門 を 探す 。 そう いう と こと ろ で な ら , その 人 
に 行き 当 だ れる ぞ '?」 後 は , 荷車 の 下 で 皮膚 病 を 描い て いる 男 の すぐ 脇 に 2W 

が み 込 ん だ ④。「 君 が さて , 貴兄 , 一 つ 暫 に 繋が っ た R? だ ね 」 と 彼 に 声 を か け 
た 。 「 私 が そう だ , きみ い ぃ の 」 と 認め た 。 そ の 料理 長 詞 は 「 見 つけ まし た ぞ 」 と 
戻っ [て 来 ] た 。》 場面 が 替わる 。 こ の 物語 に は 推移 ・ 経過 を 説明 する 繋ぎ の 文 

が 極め て 少な い "OS を も 天 昌 D6 生き 生き し た 会 話 が 中 心 に 置 か れ , Br. の 挿話 
や Up. 一 般 と 比べ , 文体 ・ 語 り そ の も の が 強く 意識 され て いる 様 に 思わ れる 。 
料理 長 飼 は 何 負 を 探し た の か 当然 賭博 場 や 博 論 打ち の いそ うな 場所 で あろ う 5。 
王 は 疲 羅 門 2 が gg- (学者 ) を 当っ て みろ と 言う ら 。 こ こと に Up. か ら 仏教 ・ ジ ェ 
イナ 教典 起 時 代 へ か け て の 重要 概念 「 真 の 淡 羅 門 」 を 見 よう と する DBUssEN, 
LOpERS ら の 試み は 深 読み に 過ぎ よう 。 (R* が 体 を 拉 い て いた 理由 は 後述 。) 

〈 〇 の 6. 《 す る と , JP* は 。 一 一 生 大 百 頭 , / 金 の 顕 館 り , 民 馬 に 率 か せ た (乗用 ) 車 

ー ゆ それ を (全て ) 携え て ,: 出 向い た 。, 彼 に 声 を か けた , 「R" よ 。 ここ に 和牛 六 百 
頭 , ここ に …, ここ と に … 車 が ある 。 君 が 泉 め て いる 神格 , そ の 神格 を 私 (の 為 ) 
に 教え 示せ 。」 彼 に 相手 は 答え た , 「 咽 笑 (zz の あれ , お まえ 下 人 よ ($&dZ の ), 
(ソレ 君 自 身 の 牛 達 と も ども 君 (にゅ 。」 する と , も う 2 一 度 J"P" は , 一 - 生 千 頭 , 倫 

飾り , 馬 に 率 か せ た 車 , [自分 の 』 娘 一 や それ を (全て ) 携え て , 出向 いた 。 
彼 に 声 を か けた 。「R" よ , と と に … ここ に [ 君 の ] 妻 , ここ に 君 が [ 今 ] 座っ て 
いる 村 が ある 。 私 を , 貴兄 , 教え 論 せ 。」[R" は ] その 女 の 顔 を 持ち 上 げ て 自分 
に 近づけ な が ら 言 っ た , 「[ 彼 は ] これ ら (和牛 た ち ) を 持っ て き ぞ 。 Sndra よ , こ . 
の 顔 だ け で 君 は [私 を ] な び か せら れ た ろう に の ⑦。」[R? が ] 彼 " Pm) の た め 
に 住ん だ の は , と の Raikvaparna' や と いう 名 の , Mahavrsa の 人 々 ( 国 ) の 中 . 
に ある 人 々 (地方 ) で ある 。)》 王 の 初め の 発言 に 注目 され た い 。 あく まで 賭 埋 の 
こと と 思い 込み 。 つき の いい 「 神 格 」 を 教え て くれ と 頼む 。 二 度 目 は 単に , 私 を 
教 人 せよ, と 言 (っ て し ま ) 9。 そ こと で R" は “samvargavidya” を 教示 する 。. 
R* は 結局 P” の 如 研 と し て 国内 の 一 地方 を 治め た も の と 思わ れる 。 

7. (《 役 に [R” は ] 言っ た :「 風 は 実に sg が gg- (取り 込む まき あげ る 者 ) で あ 
る 。 火 が 消え 去る 時 に は 。 風 の 中 に 入る の で ある 。 太陽 が 沈む 時 に は , 風 の 中 に 
入る 。 月 が 沈む 時 に は …。 水 が 乾き 上 が る 時 に は …。 風 が と れ ら 全て を 取り 込む な ノ 
まき あげ る (sewpz% 記 の の だ か ら 。 以上 が 神格 に つい て で ある 。 次 に 自己 に つい 
て は : 気 息 は 実に sggzgg- で ある 。 人 が 眠る 時 , ほか な ら ぬ 気候 の 中 に こと ば 
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言語 機能 ) は 入る 。 気 島 の 中 に 視覚 は 。… 聴覚 は 。・… 思考 機能 は 。 気候 が これら 
全て を 取り 込む ま き あげ ば る の だ か ら 」 と 。 そ の よう な この 両者 は 実 (に s27 り 07- 
gg: で ある 。 風 と そ が 神 々 の 中 で , 気候 が 生体 諸 機 能 の 中 で ゆ 。) JUB に ある 思 
想 を 凝縮 し , 各 二 要素 を 採っ て 纏め て いる 。 注目 すべ き は 風 気 息 を 主語 に し て 
他動詞 5777- -77 み 婦 6 「 振 じ り と っ て 自ら の 下 へ 集め る 」 で 表現 する 視点 の 変更 で 


ea Ac 5 
8. ここ で RS の 話 は 終り , 《 さ て , Saunaka Kapeya と Abhipratarin Kak- 


SaSen1 と が 給仕 を 受け て い る 最 中 に , 人 に 学生 (eecezzz-) が か が 食 を 如 た 。 


だ が 二 人 は 彼 に 与 を な か っ た 》 で 始ま る Tristubh 二 詩 館 に よる 謎 懸け 問答 の 


話 が 続く 。 内容 は TUB 1-2 に ほぼ 同様 で ある が , JUB で は 二 人 の 学者 は 給仕 


役 で ある nt. ezzoeoisyeycgcg-25) の に 対し, が g77-06579702xg4 と 受身 ( こ な っ て 


の 人 4 


と 解釈 で き , 一 音節 の 差 で の 物語 に 見 事 に 組み 込ま れ て いる 2 
作者 は 最後 に, samvargavidya | 取り 込み まき あげ 論 」 の 中 現 お 0 


神 と 五 機能 の 合 生 P 2 賭博 の 勝ち の 手 krta と 同 置 し , 更に とこ れ を 食物 (eg の -) 
と 「 食 物 を 食べ る 」 gy の - な る 原理 と に 同 置 し て , 《 人 が この よう に 知る 時 , こと. 
の 全て は その 人 に よ っ て 見 られ た も の と な り , [その 人 は ] 食物 を 食べ る も の と 


な る )》 と ,「 賭 博 と 食物 ] と い う 主 題 に 添っ て 全体 を 締め くく る < 


9. 登場 人 物 の 名 を 検討 し . この Up. の 意 図 を 探っ て みた い 。 0 


も の を Veda 文献 に 求め る と , aiminiya-Brahmana [JB] に 数 回 言及 され る 
Weg77 が - 274777272 が ある 。 と この 学 攻 は Aitareya-Br. V 30,15 で は , - 
Agnihotra 祭 施行 の 刻 限 が 夕方 客 (旅人 ) を 追い 出し て は な ら な い 」 と いう 
慣習 法 を 引用 し て 根拠 づけ られ る (難解 な ) 文脈 で . ある 人 物 の 子孫 の 隆盛 を こ 
れ に 関す る 知識 の 有無 に 結び 付け た 格言 を 残し て い * る 。 「 夕 方 に 客 を 追い 出し て 
は た な ら な い 」 は Pautrayana の 施設 で 。 夜 , 食事 が 調理 ・ 提供 きれ で いた と と を 
想起 させ る 。 物語 の 下敷 き と な - っ だ た JUB 巻 の varnsa ( 師 資 相 基 次 第 ) に 挙げ 
られ る go772- _ 太 87277670- ZZ の 7yo- る 同一 人 物 で あろ り の 刀 /7sp25270- 47- 
/2Aeyg- 2207s の - 7 の 96- [Ma" 族 の 王 , A" の 子孫 ,『 心 に 宿願 (?) ある 者 』」 
ー /272372472- 人 の 720779- > Sg@ ツ 9 の < /27937747679- の 2 の 727 の - ーー 2g772- ブル 。 
以下 は 推測 で は あ る が , 就 れ も Mahavrsa の 国 の 王 (首領 ) の 家系 と 思わ うれ, 
同時 に 学 克 で あっ た こと に な る 。 ogg72 『 都 邑 持ち 』 と い う 「 愛 称 」 か ゝ ら は 彼 
の 代 に な っ て 都市 な いし 首 邑 を 持つ に 至っ た こと が 推定 され , その 前 の Syg&- 
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(46) Chandogya-Upanisad W1-3「Pautrayana と Raikval ( 後 藤 ) 


『 飛 び 道 具 』 は 版 図 拡大 の 為 に 大 い に 戦っ て いた の で あろ う 。 Pautrayana の 物 
諸 の 背後 に は 当時 知ら れ て いた Mahavrsa の 建国 伝説 が ある 様 に 思わ れる 。 諸 
部 族 が 統合 され , 都市 を 備え た 国 が 形成 され て 行く 過程 で , 笛 王 達 は 有力 な 祭 式 
専門 家 (知識 人 ) を 優遇 し , 集め た こ と が 文献 か * ら 推測 され る が , と の 正 守 ゃ 伝 
説 に な る 程 進ん だ 施策 を 取っ た の で あろ う 。 P" の 宿泊 所 と は 旅 を する 学者 兼 僧 
人 の 為 の 宿泊 ・ 給 食 施 設 で あっ た と 思わ れる 。 支配 階級 に と と っ て 重要 な 賭博 る 国 
2 了 衣 peccknd の 王 は 贈 朝 で 儲け た 金 を こ De 半 っ か の 
か や 知れ な い 。 1 「 
一 種 の Gotra 名 と 考え られ る Kg の の - は 。 0 50 友 [から だ の 塗 丸 を ) 
培 く 」(YV-Samh. +). Ag の 多 -「 洋 み 。 か ら だ を 揺 く こと 」(KI.) を 想起 させ る 。 
この 一 族 の 王 か つ 学 者 と 想定 され る 者 が 荷車 の 下 で 「 皮 膚 病 を 拉 い て い る 」 疲 
維 門 か りら 教え を 受け 継ぐ と いう 奇妙 な 話 に は , 氏族 名 を 「 塗 み の 末 秦 」 と する 
(通俗 ?) 庄 源 解釈 へ の 「 遊 び 」 が 意図 され て いよ ょ 5。 

Raikva- は , 作者 が Mahavrsa の 国 に 現実 に あっ た 地方 た い いし 部 族 名 Reikyg- 
の 7 の - ( 往 18) に 着目 し て , これ か ら 創 作 し た も の と 思わ れる 。 79⑦ Av (od. 
yy) 「 財 産 は 何処 に ある / ン どう した? 」 に 似 た 和 響 き を 利用 し た の 訟 あろ 5 。 70 
王 が 罰 ん だ も の は ? 賭博 で 一 財産 秋 ぐ こと 。 得 た も の は ? 当 学者 の 家系 の 彼 な ら 
知っ て いた 管 の 具 の 学問 。 座 の Bhallaksa の 言葉 を も うら 一 度 振り 返る と :「 彼 
( 三 fautrayana, 注 11 参 照 ) が 知っ て いる 事柄 を 知っ て いる 人 , その 人 の こと を 僕 
は こう 言っ た の だ 」 と ゃ 読め る 。 P" の 「 正 し い 行為 ・ 手 」 を R” が 「 ま き あ げ 
て 」 し まっ た と ゃ 言え , 実に 「 目 の 利く 」 座 で あっ た と と に な る 。2 " 

この よう りな, パロディー と ゃ 言え る 「 脚 色 作品 ・ お 話 し 」 が 真実 ・ 事案 応 
し だ た (se の の) 文 か ら の みみ 成り立つ べき Veda 文献 に 収録 され た こ と に は 理由 が 
ある 答 だ が , 辻 後 が 巧 く 合い , 賭博 と 王 の 施設 (及び そこ で 供 さ れる 食物 ) と っ ク 
主題 で 破れ な く 縄 め 上 げ ら れ ,。 懸 言葉 が 見 事 に 成功 し て い * ヽ る の ゃ ー 種 の sg りみ な 
の で は な か ろう か 。 何れ に せよ , 事情 に 通じ た 当時 の 専門 家 仲間 に 向け て 語 られ 
に 打 作 と 選 わ れる 。. 今 回 多 し 香 た 六 以 小 に も 名 が 免 見 で きる で あろ 5。 


RE 


) 」 0 Zu db 生生 I. Die し S9myare、 vidya 916= Phil Tnd 361- -390。 
HAuscfnrp, Mel.Renou (1968) 337-365. 諸 研究 は OBRHAMMER/WERBA, E. Frau- 

2 wallner, Nachgelassene Werke 』 (1992) 40- -43 の 脚注 (WBA) に 詳し い 。 
_ 2) OERTEL JAOS 15 (1892) 249-251 は 当 人 箇所 の 平行 版 と し て JUB の 当該 部 分 を 初 
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Chandogya-Upanisad W1-3 1Pautrayana と Raikva] ( 後 “ 膝 ) (47) 


WAR た LOpERS 上 掲 論文 は JUB 版 が 本 来 の 容 で ある こと を 詳し < く 検討 1 


る 。 更に Fm JIBS 37 1002ff: 参照 。 'samvargayidya" の 一 層 古 い 形 は SB X 3 33 


Ohma と Jabala の 話 ) に 辿 ら れる (特に ROBEN, Beginn der Philosophie 131) 。 
了 3) 66 7579776: 可 邊 の 意味 の ロ 語 的 用 法 : この 種 の 昌和 (4 ま K. HoOFFMANN, Aufsatze 
1 _ 2ut Indoiranistik I 9 Gen. 6 に つい て は OBRTEL KZ 67 146-153 参 照 。 
4) が sgg 「 食 卓 に 供する 」 の お 行為 者 名 詞 に 遡る 。 LopERS ZDMG 99 117 = TK Schr. 50: 
RAn Staat und Gesellschaft 110f.: Goro I.Pr&sens 123 1D. 131 参 照 
5) WERBA 40 n. 27 参 照 。0ggz6- の 語義 は OLpENBERG KI. Schr. 843ff. 参照 。 
6) 先導 の 礁 で ある こ と は HAuscgiLp 338, 343f. が Sankara 注 を 援用 し つつ 剖 調 。 
-。 し か し 。 具体 的 な 証拠 は fg 名 み 522AS75 に ある : aktiv 逆 「 そ れ を ぐつ ゆり 光 
な 」(2ye-s977「 一 を 一 と 接触 ・ 付 着 さ せる 」) の 意 と な り , 「 我 々 と 」 (nstr.) が 省略 
きれ 室 い る と 判断 され る 。 「 そ れ に 触れ る な 」 (既存 の 解釈 ) で あれ ば reHex. Med. が 
求め られ る (GoT0, Munchener Studien zur Sprachwiss. 39 33 n. 32 参 照 ) 。 
7) sgyg2g が -: 接尾 辞 -0g%- (Fem. -vari-) は (潜在 的 に は 全 ) 語根 名 詞 に 付 せ られ , 


行為 者 名 詞 の 機能 を 継承 (明確 化 ) し , 性 の 表示 と 容易 な 活用 と を 話す 。 基 礎 に ある 


se-727- は 「 同 盟 を 結ん だ : 同行 者 」 の 意味 で RV に 出る 。 5972g0g7- は 他 に 実体 詞 
(m.) と し て 一 例 の み : RV X 130, 4 2g67 gy77, ツ の 2 の 97 S97g00, -,5227 の s077 の 
s422 06 1C" は Agni の 同盟 者 ( 伴 人 DD: と だ っ だ 。 Pdv1F は U7 と 合体 し た 」。 
。 「 一 つ 男 に 繋が っ た れ た だ た 」 の 意図 する 所 は , 他人 の 「 正 し い 行 な い 」 の 彼 へ の 移行 ・ 
jn 細 中 か P と の 燥 戚 ・ 同 盟 関係 ( 後 出 ) に ある と 思わ れる が 明らか で な い 。 賭 博 用 
_ 語 と し て の 価値 も 当然 推定 され る が (LOpERs[[ 賭 け 金 を ] 取り 集め る 者 , 併合 者 
の RON 「 取 り 込 み 屋 , まき あげ 屋 」), 確証 は な い 。 
8) S@ ん 777 の - 「 下 L イ 行い 」( 及 び 動 詞 se2 Z の 結果 :ー 5 好み -) は 人 が それ 
に ホホ て 自ら の 中 に 甘え る 一 - 種 の 潜 勢 力 で あり , ヴェ ー ダ 文献 で は 主 に 死後 の 天 界 へ 
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の 道 で 効力 を 発揮 する 。 神 の 一 員 と な る 者 は 門前 で 全て を 空 に する が , その 時 に は 人 彼 「 


の s22x 婦 の は 父祖 達 に 移行 する 。Cf. JUB 14.6,JB 』 50 : 18: 118 LT 
LBP 14。8,3.4。 SB_M 6, 8, 13. 15。 Dhammapada 67 を も 参照 。 


( 9 の se が -62 [起き 上 が る 」(: 22 「 座 勢 を 変え る , 身 じ ろ ぐ 」, cf HorFMANN Aufsatze 砂 


I 377) は 本 来 , 身 を 起こ す 前 の 「 体 を 縮め る 」 動 作 (家畜 か ら 発想 と も ) を 言う と 
推定 され , 王 が 眠 っ て いた (特に LODgRS 371) こと を 意味 し な い 。 

10) 62ge に つい ヽ て は ScHRApgr 2 の 2 47 甘 . 参照 。. 2g の 十 g76 二 66 (2 の で は な く ) の 解 
釈 も 同書 78 Anm. が 指摘 する が , eg は 三 番 目 の 位置 に 来 な い と いう 誤解 に 基づく 。 
2 と 2 と に この 意味 で の 差 は 無く , Vok. の we 「 お まえ 1!」 が 挿入 され て いる 
の で ある 。 2 を 採る の は 。 軽い 対比 を 示す 場合 の 先行 文 に 用 いら れ , 後続 文 に は 何 
も 来 な い (時 に の @46, 4 7 等 ) と い 5 機能 (DErBRock AiLSynt. 498) に 基づく 。 

11) 通常 の anaphora の 用 例 な ら se の 受け 得る 既 述 の 者 に は 王 と R? し か な い 。 

12) arccha「 行 き 当 た れ 」: Tpf 67ccg-* な どか ら 作 られ た 二 次 的 語 前 (cf. LODERS 372。 
彼 自身 は 語義 を 解 し か ね 。 gccg に 修正 ) : Iptv. は 可能 の 意味 の 口語 的 用 法 と 解 さ れ 
る (叙事詩 な どの 用 例 は SpEyEsR, Ved.u.Skt.Synt. 57 参 照 )。 

13) ogo72e5g の 前 置 詞 重複 の 用 法 に つい て は BoHTLINGK/RoTH s.v. 928 十 4 の 9 が ( 殊 
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(48) Chandogya-Upanisad WM1-3 「Pautrayana と Raikva」( 後 藤 ) 


' に chU 1 10,8, W 6, > 更に DerpRock Ai. Synt. 55 (例え ば 2 の の ⑰ ッ y- の 77 「 真 
上 に 」) 参照 。 JANERT KZ 71 108, HAoscHmrp 353 の 「 恐 る 恐る , ゆっ くり と ( 近 
うい た だ) は 用 法 に 支持 され な い 。 また 。 「 近 づい た 」 の で は な く 「 座 り 込ん だ 」 の で 
ある か ら _R? は 地面 に い た と 恩 し われ , 王女 の 顔 を 上 向 か せる ( 後 出 ) こと か ら , 幅 
、 付き の 荷台 の 上 に 座っ て い た と し , $4kgfo-「 荷 車 」 を *se-&gfg-「 訪 。 即ち 幌 付き の 」 
か らく 本 た 
が 座っ た まま で いた と も 王女 が 立っ た まま と も 解ら な いし , むし ろ 不 自然 。 
[時 の 爆 i に 許さ れる 軍 素 の 意 で の sg72- Yaska W 5 etc. の 
14) 97@3(2 の Pluti 本 の き 2S の の 797 903 777 ParGrSn 1』2, 1 等 を 昌 。 
15) _OERTEL, Syntax of Cases 78 参 照 。 寺 
16) 62427e 7 の 2 $777o 7202 の 2 s2 が 2 go の が 7 7. BOHTLINGK, LODERS, 0 は 
2242 上 の e 十 702 の 構文 ( 矯 歳 ・ 昌 り の 2 上 Akk.「 ふ ん , … め 1 」 の 型 ) と し っ 
つも , $Zdz の 後 で 文 を 切り , cs の 主語 に 苦 劇 す る 。 し か し , 全体 で 完結 し た 一 文 
で ある , cf. ChU WW 15,2 2 が 722: 更に gg2 027272gx2 Jataka 和 p.450,9 
(SIoka: 62” の 性 ・ 格 は 不 確 定 な る も Durorr 還 495: “Weh aber eure dommen 


9 Reden”), 2 の 20oge82 6tC. (SpEijER Skt.Synt. 327 Rem. 2 を 見 よ ) 参照 。 

17) Gor6 I Pras. 279 n. 648 を 見 よ (WERgA 42 n. d8 に 穫 人 叶 が 衣 際 : 
18) TRaikva の 相 」 ま た は 「R" の Parna (Palasa) 樹 」。 MM 
ID 火 ・ 太陽 ・ 月 ・ 水 及び 風 は ep24「 神 々 ], 言語 機 有 能 か ら 気候 まで の 九 


者 は ( gh 
遇 上 生体 計 機 能 」 ( 元 来 は ellipt. Pl.「 気 息 た ち 」, cf. DErLBROcK 600, HorFMANN 3871. 
WERBA 37 n. 19) で ある か ら W 3,.2.3 で と も に 2 sg7222 (m.) で 受け られ る 


20) 特に LODERS 375f. 参照 : 更 (C て 人 名 S27 の 67g0727 み 07274 の 7 DrahySrSu 表 日 。 


219。 99- に よる Int. (常に Med.) は 語根 の も つ 人 性質 ( 自 : 他 動 , 行為 : 経過 な ど ) を 
その まま 受 受け 継ぐ の で , [と の 回 り で 繰り 返し 立ち 働く , 給仕 を し て いる ] 意味 。 

22) HAUscHmp 363 は 主題 と の 関係 が 称し いと し て , 考察 を 打ち 切っ て い 2 

23) 4 で 割り 切れ る 「 手 」 krta は 即ち 4 と , 更に 下位 三 者 を 取り 込ん だ 10 (4+3+2 二 
1) と 等 賀 され る 。 10, 77727 と な る 女性 原理 , 食物 の 同 置 は 既に 確立 (特に JB mW 42)。 

24) 更に Pyz7yg- /222872476y9- 499779- 922= 24 参照 。 に 0 "時 代 に 無人 設定 され て 
いれ ば , Up. の 時 代 を 直接 反映 は し な い 。 、 


5) Pe は 生き を 宮 し て 作 導 が De 1 上 子供 ] か ら 創作 か 。 実名 府 け た 


- も の か , /Z26 ヶ 72- 「 人 々 の 間 に 聞 え あ る 」, / み 77670- 「/Z み 87477- の 息子 。 /22- 
$%79- の 子株 」 は ある が , 時 /277472727 27767472 の 息子 ] その も の は 見 出せ な い 。 


236) テク スト の 異 読 ヶ 67 な og- を も 参照 。 RO/ 自体 は 6 (RV に 二 度 76&z pd47「 残 


され た 足跡 」, た だ し 既存 の 解釈 は 異な る ) か ら の 「 Vrddhi- 派生 で あろ ゲ 5 
27) 鳥 の 予知 B 力 や 鳥 占 い に 関 関す る 観念 が 斉 景 に ある か も 知れ な い 。 


Ne 270 ュ は が Veda, 1 Chandogya- USDISd samyargavidyau Raikva 
夫 4 2 「 (大 阪 大 学 助教 授 、Dr.phil.) 
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更 


災 次 


MBh XII 69.32-?1( 平 成 8 年 10 月 11 日 ) 


防火 
trnachannani vesmmani pankenapi pralepayet /12.69.45ab/ 


草 で 覆 わ れ た 住ま い に , 泥 も 塗り 付け させ る べき で ある 。 


nirharec ca trnam mase caitre vahnibhayat purah //12.69.45cd/ 


チャ イト ラ 月 に は , 火 の 恐れ か ら あ ら か じ め 草 を 取り 除く べき で ある 。 


naktam eva ca bhaktami pacayeta naradhipah /12.69.46ab/ 
そし て 夜 の み 王 は 食べ 物 を 調理 させ る べき で ある 。 


na divagnir jvaled gehe YarjayitVagnihotrikani //12.69.46cd/ 
agnihotra 祭 用 の も の を 除い て , 日 中 に 家 で 火 が 燃え 上 が っ て は な ら な い 。 


Karmararistasalasu Jvaled agnih samahitah /12.69.47ab / 

毅 癌 屋 の 仕事 小屋 で 火 は 集中 し て 燃え 上 が る べき で ある ろ 。 

grhani ca pravisyatha vidheyah syad dhutasanah //12.69.47cd/ 

そし て 家 に 入っ て , それ か ら 火 が 定め られ る べき で ある ろ る 。 

mahadandas ca tasya syad yasyagrur Vai diva bhavet /12.69.48ab / 

も し ある 者 に 日 中 に 火 が ある こと が あれ ば , その 者 に は 大 六 が ある べき で ある 。 
praghosayed athaivam ca raksanartham purasya vai //12.69.48cd / 
その よう に お 触れ を 出す べき で ある 。 都城 の 守護 の た めで ある 。 


雑 

bhiksukamms cakrikams cajva ksitbonmattan kusilavan /12.69.49ab/ 

を 食 達 と 陶工 達 と を , 酔っ ば らい ・ 気 邊 い 達 を , 役者 達 を . 

bahyan kuryan narasrestha dosaya syur hi te nyatha //12.69.49cd/ 

外部 に ある も の と 為す べき で ある , 人 の 最 騰 者 よ , さも な けれ ば 彼ら は 害 に な る だ ろう か ら 。 
catvaresu ca tirthesu sabhasv &vasathesu ca /12.69.50ab/ 

血 で , 渡し 場 で , 集会 場 で . 宿泊 所 で , ( 

yatharhavarnam pranidhim kuryat sarvatra parthivah //12.69.50cd/ 

あら ゆる と ころ で 王 は ふさ わし い 和 次 を し た も の 達 を 恋 報 員 に する べき で ある 。 


ViSalan rajaunargalns ca karayeta ntaradhipah /12.69.5lab/ 


幅広 き 王 道 を , 王 は 作ら せる べき で ある 。 


